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大大和和市市民民活活動動セセンンタターーはは  
                    多多くくのの人人のの出出会会いいのの場場でですす 
 

月にイベントが２つ並びました。 
皆さんと一緒に！市民活動の輪がひろがってきました。 
 
１１月４日（土）の 
「大和市民活動センター・フォーラム」 （２ページ目） 
 
１１月１１日（土）・１２日（日）やまと産業祭りにあわせた

「カッコーフェスタ２００６」          （３ページ目） 
 

をご紹介します。 
 

大和市民活動センターは 市民活動の皆さんが担って

います。 運営も市民ボランティアの仲間（協働の拠点 
運営委員会）で行われています。 
「大和市民活動センター」も”協働事業”の一つとして 
発足しました。 
 
今回 第２期の 
「協働の拠点運営委員募集」      （４ページ目） 
 

のご案内をいたします。 



創ろう新しいコミュニティ ―――――――――――――――――――― 
 
 ２００６．１１．４（土） 
 大和市民活動センター・フォーラムを開催しました 

 
第１部 10:00~11:00 ＜基調講演＞ 
          

「地域が抱える課題と市民活動」 
          NPO フュージョン長池理事長 

 富永一夫 
 
 
第２部 11:00~12:30 ＜パネルディスカッション＞ 
  

“市民活動の取り組み・課題・改善など” 
アドバイザー 富永一夫 

       
＜＜パネラー＞＞ 
 
飯塚栄子 
引地川かわくだり実行委員会 

 
石原啓子 
ワーカーズコレクティブ想 

 
大瀧昭徳 
渋谷区西市民自治区事務局 

 
岡島順子 
まんまの自分 

 
 
第３部 12:30～14:00 ＜交流・懇親会＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                  － ２ － 

１１月４日(土)に大和市勤労福祉会館３Fホールにて開
催されました。大和市民活動センターフォーラム「見つけよ

う地域課題 創ろう新しいコミュニティ」は７０名近くの方に

ご来場いただき、おかげさまで大盛況のうちに終了しまし

た。 
 パネルディスカッションでは大和市で地域課題に取り組ん

でいる市民活動団体の実践を報告し、また、お互いが持つ

課題を出し合い考えることができました。基調講演の富永

一夫氏からは、これからの活動に見通しを持って進めるこ

とができる人集め、資金調達等のヒントをいただきました。 
 従来、市民活動は女性パワーで行われている印象が強

かったのですが、潜在的担い手(意志のある人)としての団
塊の世代、その前後の男性達も多くいるという実感をつか

むことができました。そしてなんといっても、交流会では次

につながる顔の見える関係づくりができたと確信していま

す。 
 市民活動センターホームページに講師・パネラーが話さ

れた内容（概要）、当日の様子（写真）を紹介していますの

で、ぜひご覧ください。 
司会進行 協働の拠点運営委員会副会長 関根孝子 

 

～＜フォーラム＞より～ 

＜基調講演＞  「地域が抱える課題と市民活動」 

 コミュニティの定義は７つ。 （0 番＝原点）家族 

（1 番）ご近所   （2 番）助け合い （3 番）生活圏 

（4 番）近隣都市 （5 番）日本列島 （6 番）国連東アジア 

 夫婦こそが究極の協働パートナーというところから始ま

り、個人を中心に同心円的に活動をしていったら、そこで

抱える問題というのは国際社会に通じるものであった。

その大きなキャパシティの中で、自分はどのあたりに存

在したらいいのか。現在、心地いいところを見出していた

だければいいと思う。 

 私の場合は団地管理組合に理事に就任することが地

域コミュニティのデビューの第一歩となりましたが、皆さ

んがデビューされるときにも町会でも自治会でもいい、何

か具体的なきっかけが必要です。 

 （４番）の「近隣都市コミュニティ」とは「生活圏コミュニテ

ィ」の外を飛び出して近隣都市の人々と交流するコミュニ

ティ。地域活動の成果が近隣都市の人との交流を促進

する形となり、今回も大和市に呼ばれたように、各地での

交流が進んでいる。 

 

～＜パネルディスカッション＞より～ 
  “市民活動の取り組み・課題・改善など” 

 

（飯塚氏） 引地川はきれいな清流を取り戻し、羽黒トン

ボが戻り、子どもも一緒に遊べる川になりつつある。資金

調達と、人をどうやって巻き込んでいくかが課題である。 

 

（石原氏） 大和市を４つのブロックに分けて、月約200人

のワーカーが働いているが人手不足。最近は介護保険

以外の「助け合い」活動への SOSが増えている。健康体

操を始めたことでサロンへの要望があることがわかり、

サロンを作りたいと夢に描いている。 

 

（大瀧氏） 空き店舗を利用した拠点をオープンした。地

域での情報の発信、共有化などパートナーシップを強め

ることが大切。地域に暮らす人たちの話し合う場の提供

を目指している。 

 

（岡島氏） ひきこもり青年たちへの伴走的支援をすると

き、助けられた方も自分なりの持っているものでほかを

助けていくような、地域社会での相互の助け合いの循環

をどうつくっていくかということ。生きた形でお金を含めた

社会資源を還流させていくことを考えている。 

 

（富永氏） 「風土」という言葉がある。今回、「土」の人 

：大和市民に対して私は外から来た「風」の人。風を吹か

せて土の人のお役にたち、土の人からもお土産を持って

帰る。自分の手元に何らかの話がもたらされるのは社会

資本を集める一つの方法だと思う。 



―――――――――――――――――――― 創ろう新しい交流の場 
 
   ２００６．１１．１１（土）－１２（日） 
   カッコーフェスタ（活動交流フェスタ）を開催しました 
 
 
 
 
 
 
   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                     － ３ － 

≪健康・福祉≫ 

ＮＰＯ法人 光輝 

法輪功大和愛好者会 

ＮＰＯ法人 ナルク横浜 

ＮＰＯ法人 ワーカーズ・コレクティブ想 

ホットハンド 

市民のための介護保険をつくる会 

≪国際交流≫ 

ハングル勉強会 

かたつむりの会 

日本語教室 やまと・ともだち 

ＮＰＯ法人 地球の木 

「来年につなげるエール」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
参加団体から「声をかけていただいてよかった！」と喜ん

でいただいた。今後も「おおいにまきこんでいってほしい」と

の言葉。イベントとは巻き込んでも、巻き込まれても、徹頭

徹尾楽しんでやれること、これが試されることだと知らされ

た。祭りはひとりじゃできない。 
楽しむ術を持つ大人の集いであることが成功への道！！ 

協働の拠点運営委員 小宮山利恵子 

「カッコーフェスタを終えて」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
今回は 企画段階から市民活動団体の皆さんに関わっていた

だき、センター主導では実現できないようなバラエティーに富ん

だイベントが実現しました。 各活動団体の展示、大和商工会議

所と共催したスタンプラリー、クイズや工作体験も大変好評でし

た。 
また会場装飾には引地台中学校・美術部はじめ大勢の生徒

さんがボランティアとして活動され、当日は魅力的なアーチや看

板が多くの人を引き付けました。参加団体数は３０を超え、約９０

名が活躍されました。１日目の雨にもかかわらず２日間で１０００

名が来場の賑わいでした。”市民活動団体と市民みんなの交

流”の輪が広がり、市民活動がより身近に感じる楽しいイベント

でした。       大和市民活動センタースタッフ 桑原裕之 

≪子育て≫ 
てだのふあ 

ＮＰＯ法人 地域家族しんちゃんハウス 

ＮＰＯ法人ワーカーズ・コレクティブもこもこ 

ベビー＆チャイルドシッター とこちゃん 

≪暮らし・食生活≫ 
食のアトリエ 

食生活改善推進協議会 

久田緑地くらぶ 

なないろばたけ農場 

相模友の会 

≪ものづくり≫ 

引地川ハグロトンボ調査隊 

おりがみサークル 

ふくろう工房 

やまとケナフの会 

≪環境≫ 

魚讃人と引地川水援隊 

恵み豊かな緑と水を取り戻す会 

引地川水とみどりの会 

引地川・下福田子どもの水辺協議会 

川と海の環境を守る会 

≪スペシャルサポーター≫ 

Y’～Y dash!!～ 

引地台中学校 

泉の森オイリュトミーの会 

かながわ県央マンション管理組合ネットワーク 

ＮＰＯ法人 ココロコ 

大和市役所 市民活動課 

いろいろな所
で市民一人１
人イキイキす
るっていいで
すね 

身近に老若
問わずがん
ばっている
人を見て安
心しました 

絵本の読
み聞かせ
コーナー
があって
子どもが
よろこび
ました 

身近な川なの
できれいにな
ったら良いな
と思った。き
れいにする活
動にいつか参
加してみたい 

環境を守る取
り組みが市民
レベルに広が
るとよいです
ね 

健康・福祉の相
談、実演をもっと
やって！ 体を
動かして楽しか
った 
 

ソウル行ってみたい！写真
見てたら旅行してるみたい 

工作体験を
見てて楽し
かったです 

「皆さんとい一緒にカッコーフェスタ」 
長い３ヶ月でしたが「ひとり一人ができること」をそれぞれ発揮し

ていただき、皆さんのご協力のお陰でなんとか成功にこぎつけま

した。「カッコーフェスタ」は“全員が同じ目標に向かって、でも全

員違うことをやっている”そういう企画でしたので立場によって感

じ方も様々と思います。 

終わったら「来年もやりましょう」「来年への課題は？」と聞

かれ、そう言えば反省もたくさんありますが、“皆さんに楽しん

でいただけた”企画は「成功」と言えると思っています。関わっ

てくれた数え切れない方々、私たちと一緒に楽しんで下さって

ありがとうございました。 
あの手この手で盛り上げ隊   隊長 山田裕子 



 
                                                 ～～大大和和市市のの協協働働～～ 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                  － ４ － 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
セセンンタターーかかららののおお知知ららせせ  
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
 
大和市民活動センターの運営を担う「協働の拠点運営委員
会」のメンバーを募集します。  
 
同委員会は、市民・市民団体など、多くの皆さんの声をセン
ターの運営に反映させ、センター機能の充実を図るための

組織です。ぜひご参加ください。 
 
※「大和市民活動センター」は『大和市新しい公共を創造す
る市民活動推進条例』(以下「 条例」)に定められた協働の
拠点で、あらゆる分野の市民活動を推進・応援・共育(とも
いく)する施設です。市と市民の協働事業として運営されて
います。 
 
対象  ◇市内に在住・通勤・通学し市民活動に参加した
い人、または市内で市民活動している人。いずれも「共に
育ちあえる、みんなが共生するまち大和市を実現」(「条例」
前文)するために市民活動を推進していこうという意思のあ
る人（16歳以上）を対象とします。  

市民、市民団体、事業者そして行政のみんなが知恵や力を出し合い

ながら、地域社会の現場から公共の課題を発見し、共有し、解決してい
こうという「新しい公共」を創造する手段の１つである協働事業。 
 
「地域に役立つ」あんなこと…。「社会に貢献する」こんなこと…。 

そんな想いの実現と人と地域がいきいきと呼吸する。 
この協働事業提案制度は、「想い」が人と人、そして人と地域を結んで、

事業に繋げる可能性のある仕組みです。 
大和市市民経済部市民活動課  小林 仁 

 

大大和和市市協協働働事事業業提提案案            
とといいううののはは、、ここんんななもものの   
協働事業提案の相談は、 
協働の拠点「大和市民活動センター」まで 
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セ
ン
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目
は
内
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２
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外
に
向
か
っ
て
行
動
。
３
年
目
は
大
和
市
の
「社
会

資
源
」
発
掘
。
そ
れ
を
大
和
市
に
開
花
さ
せ
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
杉
皓
男 

 
 
 
 
 

イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
セ
ン
タ
ー
に
足
を
運
ん

だ
数
だ
け
人
も
運
ん
だ
。
か
く
し
て
イ
ベ
ン
ト

の
成
功
の
一
助
と
な
っ
た
。 

め
で
た
し
、
め
で
た
し
。
さ
ぞ
や
、
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
の
在
り
様
が
多
く
の
人
に
伝
わ

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
！
と
思
い
た
い
。 

 
 
 
 
 

小
宮
山
利
恵
子 

 

９
月
か
ら
カ
ッ
コ
ー
フ
ェ
ス
タ
の
事
務
局
窓
口
と
し
て
忙
し

い
日
々
。
肝
心
の
当
日
は
風
邪
を
ひ
き
、
企
画
部
隊
の
Ｙ
君

に
「
風
邪
は
終
わ
っ
て
か
ら
ひ
く
も
の
で
し
ょ
う
？
」
と
笑
わ

れ
ま
し
た
。
と
も
あ
れ
フ
ェ
ス
タ
に
関
わ
っ
た
皆
さ
ま
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

桑
原
裕
之 

 

開
館
２
年
目
で
初
め
て
セ
ン
タ
ー
主
催
の
大
き
な
企
画

を
２
つ
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
登
録
団
体
の
皆
さ
ん
、

運
営
委
員
、
市
民
活
動
課
職
員
が
共
に
考
え
、
企
画
を
練

り
上
げ
て
い
け
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
交

流
は
セ
ン
タ
ー
の
宝
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関
根
孝
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イ
ベ
ン
ト
が
続
い
た
十
一
月
、
駐
車
場
の
柿
の
木
に
実
が

な
り
、
お
い
し
く
頂
き
ま
し
た
。
柿
が
熟
す
の
に
合
わ
せ
る

よ
う
に
セ
ン
タ
ー
行
事
も
深
み
を
増
し
て
行
き
ま
し
た
。 

中
山
み
ゆ
き 

 
 
 
 

セ
ン
タ
ー
の
開
設
二
周
年
を
記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
終

了
し
ま
し
た
。
市
民
活
動
団
体
に
主
導
し
て
い
た
だ
い
た
カ

ッ
コ
ー
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
そ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
は
感
服
し
ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
必
ず
や
明
日
に
つ
な

が
る
と
確
信
し
ま
す
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

間
瀬
富
隆 

 
 
 

二
つ
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま
し
た
。
市
民
活
動
が
広
が

っ
て
”
大
き
さ
”
も
意
識
せ
ず
、
次
々
に
企
画
で
き
る 

市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
て
行
く
気
に
・
・
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

望
月
則
男 

任期 ◇２年（平成１９年４月１日～２１年３月３１日）最長６年 
報酬 ◇無報酬 但し交通費実費 
 
活動内容◇運営会議(月１回)への出席、及び部会・委員会・
イベントなどへの参画 
募集人数◇１０名程度 （選考あり） 
 
応募方法◇２月１０日(土)までに、応募用紙を直接 または 
ファックス、メールで市民活動センターへ 

※応募用紙は市民活動センターにあります。 
また、ホームページからも取り出せます。 

「「協協働働事事業業提提案案」」  参参考考ススケケジジュューールル  
 ～来年度詳細が発表になり次第掲示します～  
１．事前説明 
２．登録 
３．説明会                   ３月頃 
４．協働事業提案の募集         ４～５月 
５．公開プレゼンテーション         ６月頃 
６．公開調整                 ６～７月 
７．公開討論会                 ７月頃 
８．協働推進会議提案 
９．市長の検討結果報告会         ８月頃 
１０．事業実施に向けた個別協議 
１１．事業実施 
１２．事業評価・事業報告会 


